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1.本書は、東京都国分寺市西元町に所在する武蔵国分寺跡の寺域確認調査に係る成果をまとめた年報Ⅱの第

2分冊である。第1分冊は、昭和57年度に刊行の予定である。なお、既刊の「武蔵国分寺遺跡調査会年報

19741を年報Ⅰ、本書を年報Ⅱとした。

2.本書には、昭和49年度より国庫補助事業として実施している寺域確認調査の内、昭和51～53年度の僧寺

々域および寺地に係る資料を掲載したが、第28次(僧寺々域西辺)調査と第29次(僧寺々域西南隅)調査

の資料は、第1分冊に掲載の予定である。

3.本書は、別表1検出遺構一覧、別表出土遺物一覧、図面、写真図版からなり、各々寺地・僧寺々域の順に

編集した。

4.本書の執筆・編集は、遺構は平田貴正、遺物は高橋和恵がそれぞれ担当し、西脇俊郎、有吉重蔵がこれを

たすけた。

凡 例

1.遺構

①規模は確認面における最大値と最小値を原則とした。( )は全容を把握していないもので現存値1あ

る。

②中軸線からの距離

建物跡 西南隅柱穴(1-1)まで計測

住居跡 平面形の中心まで計測

溝 跡 両端の中心まで計測し、またコーナー部分は両溝跡底面中心の接点を計測した。

③住居跡の主軸方向は、磁北からの傾斜角度を計測した。

④スクリーントーンの指示は次のとおりである。

平面図 ①[ニー==コ焼土・焼け面 ②レユニ1 カマト粘土
③「????」硬質面

断面図 ④[==Ⅱ▽]焼土  'W至 ,,a"'▽] カマト粘土
 m硬質土  置騙園■園劉茶褐色土・ローム土

 平面図表示の数字は、発掘基準線中心点からの距離を表わす。発掘基準中心点と僧寺金堂中心点の位置関

係は、前者の南北基準線上の中心点南26.276mに後者がある。僧寺中軸線の方位は発掘南北基準線と一致

し、真北から7゜08′03″、磁北から0゜38′03″それぞれ西偏する。





E 直線顎

a 凸面を整形するもの

b 瓦当部と女瓦部境のみ整形するもの

c 無整形のもの

F 段顎

F1 瓦当凸面と凹面が平行するもの

F2 F1以外のもの

a 瓦当凸面および瓦当裏面を整形するもの

b 瓦当凸面のみ整形するもの

c 瓦当裏面のみ整形するもの

d 無整形のもの

G 曲線顎

G1 瓦当凸面が内彎しながら女瓦凸面に移行するもの

G2 瓦当凸面がやや直線的に内傾しながら女瓦凸面に移行するもの

a 瓦当凸面のみ整形するもの

b 瓦当部と女瓦境部分のみ整形するもの

c 無整形のもの

男瓦・女瓦

イ.布目本数 3cm四方内での側端縁に平行する糸数と狭・広端縁に平行する糸数を表わす。

ロ.縄叩き目本数 3cm四方内での縄数を表わす。

・・.縄の撚り L:縄圧痕が右上り左下りの傾斜をなすもの

R:縄圧痕が左上り右下りの傾斜をなすもの

ニ.粘土板合せ目 佐原真氏の「平瓦桶巻き作り」での分類S・Zによる。

ホ.布合せ目 粘土板合せ目の分類S・Zに準ずる。

a 布末端をまつらないもの

b 布末端をまつるもの

・・.叩き締めの円弧 A:叩ぎ締めの円弧が一方向のもの

B:叩き締めの円弧が「八」字状をなすもの
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調 査

地一 区

図 面

図 版

遺構

番号
内 容

第41次調査

図面1

図版1
SB42

位 置

方 向

規 模

柱間寸法

柱穴の形状

柱穴の深さ

備 考

N219,20m,W303.40mo

東西棟。

桁行2間4.5mx粱行2間3.3m0

桁行ほぼ2.2m等間。梁行不同。

長方形,楕円形。

20-42cmO

柱穴1-3の規模が小さく,形状も円形に近い。

全ての柱穴に柱痕跡を確認。

図面1

図版1
SKl84

形 状

規 模

備 考

不整楕円形。

長軸1.73m×短軸1.Om,深さ25cm0

覆土下層より炭化物出土。

第42次調査

A地区

図面2

図版2
SD42

o 1
上端幅

底面幅

深 さ 

形 態

硬質面の有無

備 考

N227.2-227.8m,W141.1～147.Omo

1.1～1.2mo

O,7～1.1m0

18～30cmo

逆台形。

なし。

底面をロームブロックを主体とする土で埋めている。

寺地北辺溝

N251.5m,W168.5mo

N-8゜-Eo

長方形。南北(4.1)m×東西3.4m0

東壁中央より南に位置する。

壁高は45～54cmoほぼ垂直に立ち上がる。

5個。不整形。深さ15～25・-。

カマド付近を除き全周すると思われる。

張り床。

第42次調査

B地区

図面3

図版3
SI136

位 置

方 向

平面形・規模

カ マ ド

壁

ピ ッ ト

周 溝

床

備 考

図面2

図版4
SD42

位 置

上端幅

底面幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

N224,l-224.4m,W169.O-171.Omo

l.0～1,3m0

0.6-0,8mo

23～35cm0

.逆台形。

なし。

底面をロームプロックを主体とする土で人為的に埋めている。

寺地北辺溝



調

地

査

区

図

図

面

版

遺溝

番号

図面3
SK222

第4 2次適査

B地区

内

状はば円形。

模長軸0.96 m:

考

'短軸1.05m深さ7～11

第4 8次調査

位 置

方 向

平面形.規模

ド-力

ピ

周

備

壁

床

1-

溝

考

N 216m, W 192.7 m。

N-3° E 。

方形？南北(1.8) X東西5.1m。

不明。

壁高は46～65 cm。ほぽ垂直に立ち上がる。

3個。円形ないし、精円形。深さ25～68 cm

過査区内では全周する。

張り床。

位 置

上端幅

底面

深

形

備

幅

さ

態

考

N 221. 0～221.8 m. W 190.3-

1. 1̃ 1.5 mo

0.5̃ 1. 1 m»

16 ̃ 42 cm。

逆台形。

なし。

S D 46 ・ 50溝跡よりも古し、。

寺地北辺溝

‘ 203.0 m。

位 置

上端幅

底面幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

N 215.1～232.0 m, W 198.6 ̃ 200.6 m<:

0'6～1.05 m。

0.35～0.8 m。

8～21cm。

u字状。

なし。

S K 206 士坑よりも新しい。

位

±

底

深

形

端

面

置

膜

幅

さ

態

硬質面の有無

備 考

N 217.4～231.4 m. W 205 ̃ 206 i

(4.4) m。

0.7̶ 1. 15 mo

28～61cm。

u字状。

あり。

寺地の西限を画する遺溝か？

S D 42溝跡よりも新しい。

容

4

0

面
 
l
-
u版

図
図

0

版図

面図

0
f
t
.
)

面
r
"版

図
図

面
版

図
図

形
規
備



調

地

査

区

図

図

面

版

遺構

番号
内 容

図面4

図版5・7
SD50

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

N 222.4 - 232.3m,W195,8-197.7m0

0.3～0.5mo

0.2～0.55m0

25～63cm0

U字状。

なし。

連続性をもたず、土坑状を呈する。

S D 42溝跡・S K 225土坑よりも新しい。

図而6

図版5・6
SK206

形

規

備

状

模

考

長方形。

長軸3.6mx短軸1,lm,深さ15～21cm0

S D 45溝跡よりも古い。

図面6

図版5
SK207

形

規

備

状

模

考

長楕円形。

南北2.4mx東西0.8m,深さ46 - 71 cm0

ピットを有する。S D 50溝跡の延長と考えられる。

第48次調査

図面6

図版7
SK219

形

規

備

状

模

考

ほほ゛円形。

直径0.95m,深さ8-13 cmo

図面6

図版7
SK220

形

規

備

状

模

考

長方形。

南北2.lmx東西0.7m,深さ83 ～90 cm o

図面4

図版7
SK225

形

規

備

状

模

考

長方形。

長軸2.5mx短軸1,Om,深さ50-60cm。

2時期の重複が認められる。SD50溝跡よりも古い。

第44次調査
図面8

図版8
SD17

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

S 306,O ～306. 3 m,W3.6-10.3mo

1.75～2.4m0

0.6～0.9mo

68～90cm0

逆台形。

あり(断面図1層)。

底面をロームブロックを主体とする土で埋めている。

S D 54溝跡よりも古い。

寺地南辺北溝

5



調

地

査

区

図

図

面

版

遺構

番号
内 容

図面9

図版9・10
SD49

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

S 296.6 - 316.8m,W3.5-10.2m-0-E4.5～4,8mo

1.7～2.4mo

0,45-0.6m0

60～73cm0

Ⅴ字状。

なし。

2時期の重複が認められる。SD55溝跡よりも古し・。

寺地南辺南溝

図面7
SD53

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

S 307.O - 314,6m,W4.O-7.5m0

0.6～0,9m0

O16～0.7mg

2-11cmg

逆台形。

なし。

近世の遺構である。

第44次調査
図面7

図版11

SD54

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

S 296.6 - 305.3m,W9.l-10.Omo

0.9～1,2m0

0.4～0.7mo

6～30cmo

U字状。

なし。

SD55溝跡よりも古い。

図面8

図版10・11

SD55

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

S 299.4m,W10.4m-0-E8.9mg

0.8～1.2m0

0.3～0.45m0

15 - 30 cmg

U字状。

なし。

SD54溝跡よりも新しい。

図面7

図版10

SD56

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

S 296.7～300.2m,E8.Om0

0.8～1,1m0

0.65-0.8mo

2～llcmo

逆台形。

なし。

SD55溝跡よりも古い。

6



]

調 査

地 区

図 面

図 版

遺構

番号
内 容

第50次調査
図面10

図版12・13
SD1 8

位 置

上端幅

底面幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

S364.O-367.8m,E329-347.9mo

O.8～1.3m0

0,3～0.5m0

30～54cmo

U字状。

なし。

寺地南辺南溝

第78次調査

図面11

図版14
SD1 7

位 置

上端幅

底面幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

S305,5m,E241.5-251.4m0

(0.7～1.1)mo

(0.2～0.5 )mo

( 48-60 )cmo

逆台形?

なし。

寺地南辺北溝

図面11
SD82

位 置

上端幅

底面幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

S 310.7m,E241.4-251.4m0

1.6～2,5m0

0,4-0.6mo

48～59 cmo

U字状。

なし。

近世の溝跡である。



8

調 査

地 区

図 面

図 版

遺構

番号
内 容

第31次調査
図面12

図版15

位 置 S 155.6m,E245,lmo

1上端幅2.4～2.7mo

1 底面幅 1,O-2.1mo

深 さ 59～87 cmo

8。23 1 形 態 逆台形。
硬質面の有無 なし。

備 考 底面は二段掘りで、ロームブロックを主体とする土で人為的に埋められてい

る。

僧寺々域東南隅溝

第43次調査

A地区

 ]  

位 置

上端幅

底面幅

深 さ
図面13

SD23 形 態
図版16 硬質面の有無

備 考

N270m,E 277.8mo

2.3～2.5mo

0.7～1.Omo

75-95 cmO

逆台形。

なし。

底面は二段掘りで、ロームブロックを主体とする土で人為的に埋められてい

る。

僧寺々域東北隅溝

図面13

図版16
SD63

位 置

上端幅

底面幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

N271.7m,E274,8-284.4m0

l.g-(2.1)m0

1.0-1.2mo

57～128cmo

逆台形。

なし。

寺地北辺溝

第43次調査

B地区

図面13

図版17
SD63

位 置

上端幅

底面幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

N273.6m,E331.6～334,3mo

1.8～2.3m0

0.9～1.1m0

53～76 cmo

U字状。

なし。

寺地北辺溝

第32次調査
図面12

一図版18
1 SD23

位 置

上端幅

底面幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

Nl92.3～197m,E273.5m0

1.7～2,3m0

0.6～1.1m0

98～114 cmO

逆台形。

あり(SX3)。

底面は二段掘りで、ロームブロックを主体とする土で人為的に埋められてぃ

る。

僧寺々域東辺溝



調

地

査

区

図

図

面

版

遺構

番号
内 容

第33次調査

A地区

図面14

図版19・21
SD23

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

N 246.5 - 248 m,E0.5～12m0

2.7～3.lmg

1,2～1,3m0

90-115 cm0

U字状。

あり(SX3)。

底面は二段掘りで、ロームブロックを主体とする土で人為的に埋められてい
る。

僧寺々域北辺溝

第33次調査

B地区

図面15

図版20

図面15

SD23

SK170

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

形

規

備

状

模

考

N 241.7m,W31.O-32.9mg

(1.7～2.0)m0

0,6～0,8mg

59～70cmo

逆台形。

なし。

底面は二段掘りで、ロームブロックを主体とする土で人為的に埋められてい
る。

僧寺々域北辺溝

不整楕円形。

長軸0.9mx短軸0.8m,深さ24 cmo

縄文期。

図面15

図版21
SS20

形

規

備

状

模

考

楕円形。

長軸1、3mx短軸1.Om0

35個の礫のうち、大半が焼けている。石器類7点。

第30次調査
図面16

図版22
SD23

位 置

上 幅

底 幅

深 さ

形 態

硬質面の有無

備 考

端

面

N 141 m,E54.3～60.3 mo

(2.9～3.O)mg

1.3～1.55mg

(100～118)cm0

逆台形。

あり(SX3)。

底面は二段掘りで、ロームプμックを主体とする土で人為的に埋められてい
る。

僧寺々域南辺溝

9 -



 



別表2

出土遺物一覧



 



第41次調査出土遺物

竪穴住居跡・表土 土 器 一 覧

SK184土坑 女瓦一覧

- 13 -

図 面

図 版

種 別

器 形

出土

位置
法量 器 形 の 特 徴 成・整形の特徴 備 考

17- 3

図版23

緑一椀 竪穴

住居跡 1.3

7,3

断面半月形の高台を有する。内面に

花文を施す。

ロクロ整形。底部糸切り後周縁を回

転ヘラ削り。内面に花文刻み、施釉

を行なう。付高台部は丁寧なナデ。

底部破片。釉は黄緑色。

17- 4 須A一坏 表土
1.7

6.5

上げ底の底部より内彎気味に立ち上

る。内面を硯に転用。

ロクロ整形。底部回転糸切り。体部

下端を横ナデ。

底部破片。転用硯。海綿

骨針を含む。

17- 5 須一竪 竪穴

住居跡

婁体部破片を硯に転用。 平行叩き、内面ナデ。 幾体部破片。転用硯。

図面

図版

出土

位置

寸 法
成 整 形 の 特 徴

備 考凹 面 凸 面 端 面

狭端 広端 全長 厚さ 素材 布目 特 徴 叩き 特 徴 特 徴

l7- 7

図版23

覆土 2.7 17.9 3.1 粘土板

\ 1z=に1くヘラ削り。

縄目L

「呻調整 「“。
-・右側端指

デ 1l二!コ
ア状物質含む。



第42次調査出土遺物

SⅠ136住居跡 土 器 一 覧

- -ー

〒 叩lm :ll18吉?法量
図 版1器 形1位置

成・整形の特徴

18- 11須A一坏1覆 土? 11.8?やや上げ底の底部より体部にかけて1ロクロ整形。底部回転糸切り。体部 1/「m'.AW-
3.2?内彎し、口縁部は直線的に外上方へ?下半及び口縁部内外面を横ナデ。
6.2レ1傾する。

18- 2?須A?坏?覆 土い1.8 やや上げ底の底部より体部にかけて 粘土紐巻ぎ上げ後ロクロ整形。体部 一部欠失U一部白然釉付
図版24 3.4?内彎し、口縁部は僅かに外反する。?及び口縁部内外面を横ナデ。 ?着。

6,1

18- 3?須A一坏?覆 土? 12,1 ?やや上げ底の底部より体部に1?クロ整形。体部及び口縁部内外面 1/2強残Ⅶ=
図版24 3.3?内彎し、口縁部はやや外反する。 ?を横ナデ。

6,8

18- 4?須A一坏?覆 土? 12,8?底部より体部にかけて内彎し、口縁?粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。底部 1/3残存。火欅有り。海
3.61部は外反する。 ?回転糸切り。体部下半及び日縁部内?綿骨針を含む。
6.01 1外面を横ナデ。

18- 5?須A一坏?覆 土? 13.O?薄い底部より口縁部にかけて直線的?ロクロ整形。底部回転糸切り。口縁 1/3残存。一部スス付着。
312?に外上方へ外傾する。 1部内外面は横ナデ。
7.1

18- 6?須A一坏?覆 土? 13,2?底部より体部にかけて内彎し、口縁 ロクロ整形。底部回転糸切り。体部 1/4残存。内面スス付着。
5.01部は肥厚して外反する。 下半及び口縁部内外面を横ナデ。 ?黒色スコリア状物質を含
4,9 む。

18- 7?須A一坏?覆 土? 11.5?やや上げ底の底部より口縁部にかけ 粘土紐巻き上げ後?クロ整形。底部 1/2残存。
図版241 1 1 3.5巨僅かに内彎する。 回転糸切り。体部下端及び口唇部横

5.71 1ナデ。

18- 8?須A一坏?覆 土り2.軒底部より体部下半は直線的に外上方 粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。底部 1/2残存。
3.71へ外傾し、体部上半は内彎し、日縁?回転糸切り。体部下半は横ナデ。
6.2?部はやや外反する。

18- 91須A一坏?覆 土り1,8?底部より体部にかげて内彎し、口縁 粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。底部 1/3残存。
3,6?部は直線的に外上方へ外傾する。 ?回転糸切り。口縁部内外面を横ナデ。
6.1

18?1リ須A一坏?覆 土? 12,2?底部から体部下端にかけて直線的に 粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。底部 一部欠失。黒色スコリア
図版24 4.25?立ち上り、体部はやや内彎し、口縁?回転糸切り。(底部円柱造り) ?状物質含む。

6,41部は外反する。底部内外面に回転糸
切り痕。

18?1川土一坏?覆 土? 11.9?底部から体部にかけて直線ht;:斥Ⅰ下匠需wc瓦st〒hちヘラ削り。口 1/3残存。赤色スコリア
図版24 3.O?方へ外傾し、口縁部は外反する。 ?縁部から内面にかけて横ナデ。体部?状物質を含む。

5,41 ?指頭痕有り。

18-12?土一坏?覆 土い1.7?底部から体部下半にかけて内彎し、 底部及び体部を手持ちヘラ削り。体 一部火不=
3.6?口縁部は外反する0 1部上半及び口縁部から内面にかけて
4.41 1横ナデ。

18?13I須A一婉?覆 土? 15.8?体部から口縁部にかけて僅かに内彎 ロクロ整形。体部下端をヘラ削り。 l/5残存。外面自然釉付
7.2?する。口縁部は断面台形を呈する。?口縁部内外面横ナデ。 ?着。海綿骨針を含む。

18-14?須A一椀?覆 土? 18.4?体部は僅かに内彎し、日縁部は肥厚 ロクロ整形。口縁部内外面横ナデ。 1/4残存。海綿骨針を含
5.21して外反する。 む。

- 14 -









表土 土 器 覧

図

図

面1種

版1器 形1位置
成 整形の特徴 備 考

18 - 281須一壺
図版24 8

 
9

T
臥

底部から胴部下半にかけて内彎し、

肩部から緩やかに内傾する。断面半

月形の高台を有する。

ロク?整形。底部から肩部まで回転

ヘラ削り。底部・高台部横ナデ。

1/4残存。底部「×」のヘ

ラ書き有り。肩部自然釉

付着。

- 18 -



第48次調査出土遺物

S D 42溝跡 土器一覧

S D 45溝跡 男瓦一覧

S D 46溝跡 土器一覧

\
- 19 -

図 面

図 版

種 別

器 形

出土

位置

覆土

法量 器 形 の 特 徴 成・整形の特徴 備 考

完形。内面硯に転用。

黒色スコリア状物質を含

む。

12.4

3.1

7,O

底部から体部下半にかけてやや内彎

し、体部から口縁部にかけて直線的

に外上方に外傾する。

粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。底部

回転糸切り後周縁を回転ヘラ削り。

口縁部内外面及び体部を横ナデ。

23- 1

図版28

須A一坏

図面

図版

出土

位置

寸 法 凹 面 凸 面 端 面 備 考

障徴叩 き1 特 徴狭端 甑門 全長 厚さ 素材 布目

24-12 覆土 16.6 1,9 粘土紐 18×19

33×25

右側端縁幅広く

ヘラ削り。

縄目 全面板状工具で

回転ナデ。

左側端指ナデ。

図 面

図 版

種 別

器 形

出土

位置
法量 器 形 の 特 徴 成・整形の特徴

ロクロ整形。底部回転糸切り。体部

横ナデ。

備 考

底部破片。底部内外面に

「本」の墨書。赤色スコ

リア状物質含む。

23- 2

図版39

須A一坏 覆土

2.4

7.4

底部より内彎して立ち上る。

23- 3

図版28ク
覆土 10.8

3.5

5.1

底部より口縁部にかげて内彎し、口

縁部はやや外反する。

厚手の底部より口縁部にかけて内イ
する。

体部は内彎し、口縁部は直線的に外

上方に外傾する。

ロクロ整形。底部回転糸切り。口縁

部内外面及び体部を横ナデ。

1/2残存。一部自然釉付

着。

ロクロ整形。底部回転糸切り。口縁 1/2強残存。スス付着。

部内外面及び体部を横ナデ。 海綿骨針含む。

12,3

3.5

5.4

23- 4

図版28造
覆土

ロクロ整形。底部回転糸切り。口縁

部を横ナデ。

1/2弱残存。23- 5 須A一坏 覆土 11,7

3,4

6.7

23- 6

図版28

須一蓋 覆土 20.1 偏平化した宝珠形のつまみを有する。

4,4 天井部より口縁部にかけて内彎し、

口縁部はやや外傾する。

ロクロ整形後外面天井部を回転ヘラ

削り。内外面を横ナデ。

1/2残存。

海綿骨針含む。

23- 7

図版28

須一蓋 覆土・ 18.8

4,O

ぼたん状のつまみを有する。天井部

より口縁部にかけて内彎し、口縁部

は外傾する。

ロクロ整形。外面天井部回転糸切り

後周縁を手持ちヘラ削り。天頂部を

指ナデ。内外面横ナデ。

ロクロ整形。

1/2残存。黒色スコリア

状物質含む。

口縁部破片。須一婁

11l′1]?
口縁部大きく外傾する。23- 8

pクロ整形。底部回転糸切り。 底部破片。転用硯。23- 9 須一皿 覆土

1,2

6.4



〒 町0 励P告?法量
図 版1器 形1位置

23?10 灰一椀 覆 土 一?断ml-t-fl形の高台を有する。
1.5

9.3?.

成・整形の特徴

ロクロ整形。

備

底部破片。

考

女瓦一覧

》[]百F櫨 土1 ?15.4?12.O? 1.91 1 1右側端縁ヘラ削1縄目R1無調整。
図版291 1 1 1 1 1 l ?り。

広端・右側端指]海綿骨針。黒色
ナデ後ヘラ削り。?スコリア状物質

含む。

右側端ヘラ削り。1指頭痕有り。15.51 1.81粘土紐119×171右側端ヘラ削り。1縄目L1無調整。24-141覆土

S I 135住居跡 土 器 一 覧

〒 面l種 別l出寺1法」
図 版l器 形1位置

成・整形0特徴

23-111須B一坏?床直上1 12.91底部から体部にかけて直線的に外上レクロ整形。底部回転糸切り。口縁1完形。内外面にスス付着。1
図版281 1 1 4.21方に外傾し、口縁都は肥厚して外反1部内外面及び体部下半を横ナデ。 1赤色スコリア状物質を含?

5,61する。体部に強いしめがある0 1 1む。

23?12l須一皿l覆 土l 14,5j底部から体部にかけてやや内彎し、1粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。底都11/2残存。
図版28 3,71口縁部は肥厚して外反する。断面半1回転糸切り後付高台。口縁部及び高1内面中央に「○」、底部
図版39 6.41月形の高台を有する。 台部を横ナデ。 外面に「人」の墨書。

23-131須A一坏1覆 土1 12.11口縁部外反する。 ロクロ整形。 口縁部破片。外面に判読
2.2 不明の墨書。

23-14]灰一椀?覆 土1 13.31内面に淡黄緑色の施釉。口縁部が強lロクロ整形。
2.01く外反する。
-

23-15j須A一椀{周溝内1 14.2?底部より口縁部にかけて僅かに内彎]叶口整形。付高台部横ナデ。
6.3四、口縁部は直線的に外上方へ外傾
7.5Iする。断面半月形の高台を有する。

23-16?須B-]?覆 土1 16.5?体部に僅かに内彎し、口縁部は外反レクロ整形。
5.51する。
ー

23-171土一琵1覆 土l 14.31コ字状口縁を有する。頚部から肩部1口頚蔀を横ナデ。肩部は横位のヘラ{目頚部破片。僅かに海綿?
4.O?にかけて緩やかに開く。 1削り。 ]骨針を含む。
-

乃=百Y「も==四下璽 土 19.9 コ字状口縁部の破圧1石眉1面行[1?6蚕ml委横ナデ。
3.61角形を呈する。口縁部と頚部の間に
-稜有り。

口縁部破片。

1/4残存。

口縁部破片。赤色スコリ

ア状物質を含む。

口頚部破片。

- 20 -



表土 土器一覧

一

-21-

図 面

図 版

種 別

器 形

出土

位置
法量 器 形 の 特 徴 成・整形の特徴 備 考

23-19 土一箆 覆土

北東隅 3.l

9,6

台付賽の底部 台部横ナデ。指頭痕顕著に残る。 台部1/2残存。

図 面

図 版

種 別

器 形

出土

位置
法量 器 形 の 特 徴 成・整形の特徴 備 考

24- 1 須B一坏 12.4

4.1

5.9

厚手の底部より口縁部にかけて内彎
し、口縁部は直線的に外上方へ外傾

する。

ロクロ整形。底部回転糸切り。 1/2残存。

赤色スコリア状物質含む。

24- 2 須A一坏
2.5

8.1

上げ底の底部より直線的に外上方へ
外傾する。

ロクロ整形。底部回転糸切り後周縁

を回転ヘラ削り。
底部破片。内外面にスス

付着。黒色スコリア状物

質を含む。

24- 3

図版39

須A一坏

2.9

8.2

底部より体部にかけてやや内彎する。 ロクロ整形。底部回転糸切り後底部

周縁から体部下端にかけて回転ヘラ
削り。

底部破片。 底部外面に

「イ」の墨書。

24- 4 須A一皿 16.0

2.0

体部はやや内彎し、口縁部は外反す
る。ロクロ痕顕著。

ロクロ整形。 口縁部破片。

24- 5 須一蓋

2.4

天井部より体部にかけて内彎し、口
縁部は直線的に外傾する。

ロクロ整形。天井部回転糸切り後周

縁を回転ヘラ削りし、天頂部を指ナ

デ。体部横ナデ。

1/4弱残存。

24- 6 須A一坏

1,6

8.O

上げ底の底部よりやや内彎して立ち

上る。

底部から体部にかけて内彎する。断

面細い台形の高台を有する。

底部回転糸切り後周縁から体部下端

にかけて回転ヘラ削り。

底部破片。

底部破片。海綿骨針含む。24- 7 須A一婉
2.8

6,1

ロクロ整形。底部回転糸切り後一部

を残し底部から体部下端にかけて回

転ヘラ削り。付高台。

24- 8 須一賽 竪体部の破片。 転用硯。

24- 9

24-10

24-11

土一幾 台付賽の底部。 台部横ナデ。 台部の1/2残存。
3.'6

10,5

須一婁 19.9

3.O

大きく外上方へ開く。口唇部断面半

月状を呈する。

ロクロ整形。 口縁部破片。海綿骨針含

む。

土一婁 17.9

5.9

コ字状口縁を有する。 口頚部は横ナデし、肩部は横位のヘ

ラ削りを行なう。
口頚部破片。



鐙瓦一覧

宇瓦一覧

男瓦一覧

女瓦一覧
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図 面

図 版

出土

位置
直径

内 区 外 区

全長 備 考中房
径

蓮子数
弁区
径

弁幅 弁数 幅
内縁 外 縁

幅 ■〒 幅 高

25- 1

図版28

6.2 4.75 T2 1.3 0.8 Ba 瓦当裏面指ナデ。

外 区 脇区
文様

深さ
全長 備 考

図 面

図 版

出土

位置

寸 法 内区

厚さ1文様 幅 文様巴 Fト 厚さ 文様厚さ1 文様

)0.5
顎G2-a25- 2

図版28

2.9

■
1.6 O 1

1.2 1
1 .-

図面

図版

出土

位置

・ 整 形 の 特 徴

1 " 「百「1調 凸 面 端 面 備 考凹 面 凸 面

狭端 広端 全長 厚さ 素材 布目 特 徴 叩き 特 徴

板状工具で回転

ナデ。右側端縁

を幅広くヘラ削

り。

特 徴

狭端・右側端指

ナデ。

狭端面に「×」

の一ラ書き。

海綿骨針含む。

25-11

図版28

8.5 6.6 1,5 18×18 狭端・左側端縁

ヘラ削り。

板状工具で回転

ナデ。

全面板状工具で

回転ナデ。左側

端・広端縁ヘラ

削り。

狭端指ナデ。右

側端糸切り後無

調整。

25-12

図版28

5.4 6.9 1.2 18×18 狭端・左側端縁

ヘラ削り。

縄目

左側端縁ワラ状

圧痕。海綿骨針

含む。

25-13 12.6 11.5 1,9 粘土紐 全面粗く指ナデ。

広端・右側端縁

幅広くヘラ削り。

25-3 11,1 2.4 粘土板 17×21 左側端縁ヘラ削

り。

全面粗くヘラナ

デ。広端・右側

端縁を幅広くヘ

ラ削り。

正格子 無調整。 左側端指ナデ。

広端指ナデ。右

側端ヘラ削り後

指ナデ。

少量の海綿骨針

含む。

14.3 11.2

19.5

2.025-4

図版29

正格子 無調整。

無調整。

海綿骨針含む。

25-5

図版29

8.3 2.9

ト
ご 左側端縁ヘラ削

り後指ナデ。

縄目 狭端・左側端指

ナデ。

狭端面にワラ状

圧痕。黒色スコ

リア状物質少量

含む。

;叩逼
25-6

[ ド2.7
 2,8

t 『〒門"3
斜格子 卸調整 狭端ヘフ削り



=富、,8{,,7?,7藷票リぐ含ご4}?・・
25 - 71 1 1 ?10.51 2.5?粘土板い7×181 1斜格子 海綿骨針含む。

25-8

25-9

図版29

25-10

6.5 18.3?2,1?粘土紐?22 X 30?狭端縁幅広くへ?縄目L1右側端縁の一部1右側端指ナデ後?狭端面ワラ状圧
ラ削り。 1 1ヘラ削り。 1ヘラ削り。 1痕。

15.O? 1.6?粘土板?16X181左側端縁幅広く1斜格子1無調整。 左側端指ナデ。1凸面「橘」の逆
ヘラ削り。 字押型文字。少

量の黒色スコリ

ア状物質含む。

凹面模骨文字

「大」。

6.61 1.5 21×24 縄目L

13本

- 23 -



第44次調査出土遺物

SD49溝跡 土器一覧

〒 1ゞ 71日吉?法量
閃 版l器 形1位置

26- 6 土一坏 覆 土 10.3 丸味を帯びた底部より体部にかけて?粘土紐巻き上げ後、体部外面は指頭団/2残存。
図版30 1 1 1 4.O?内彎し、口縁部は直立する。 ?により成形。内面ヘラ調整。口縁部

5.01 1内外面は横ナデ。

成・整形の特徴

SD17・49溝跡 宇瓦一覧
-

貴=14T 〒 厚,1文様 厚J文様 幅 文様 ==図 版?位 置?圭h'= l ',!+I+!l弧深?厚さ

26-91SD49 4,O H 7.1

図版30 1覆 土

備 考

26-14?SD17?1.5
図版30 1覆 土

5.2 HK 20.4

ピット 土器一覧

=会=1:;1・・
26- 1 j須B一坏1 P601 12.61上げ底の底部より直線的3こ外上方へ1粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。底部(完形。
図版30 3.41外傾し、口縁部は肥厚してやや外反?回転糸切り。口縁部内外面横ナデ。?赤色スコリア状物質を含

4,81する0 1 1む。

成・整形の特徴

鐙瓦一覧

宇瓦一覧

- 24 -

:田・・図 土

図 置

内 区 ヒ 外 区
備 考ドY "“0

 商1『1111
18.9 6.2

～ 1+4 4,01 3.4♂T6 2,21 0.9
Aa 1.3 0.7 Aa 15,2図版30al

26- P7

:1:図 土

図 置

寸 法 内区裟,堅ヨ寺』1￥」一
文様
全長 備 考

深さ

0,3 10.9顎G2-c

区糟フ0巴 弧深 厚さ匿 文様

「 「
5.7

口
P1526-10

図版30



表土 土器一覧

〒 町種 7゛1【出吉{法.
図 版I器 形1位置 成・整形の特徴

26-2l須B一坏 11.61底部から体部にかけて内彎し、目縁?粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。底部1一部欠失。
図版30 3.8}部は直線的Vこ外上方へ外傾する。 }回転糸切り。 赤色スコリア状物質を含?

5.5 む。

26-3I須A一坏 11、5{体部は内彎し、口縁部は肥厚して外1粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。口縁11/5残存。
3.31反する0 1部内外面を横ナデ。
-

13.61体部は内彎し、口縁部は肥厚して外?粘土紐巻き上げ後ロクロ整形。 1/5残存。
4.61反する。 内面に自然釉付着。
一

9.91体部は内彎し、口縁部は直線的に外I粘土紐巻き上げ後指頭冫こより成形。]口縁部破片。
2.5■E方へ外傾する。 }口縁部内外面横ナデ。内面ヘラナデ。1
-

12.41体部は内彎し、口縁部は直立する。?粘土紐巻き上げ後指頭ぐこより成形。?1/3残存。
3.8l 1口縁部内外面横ナデ。内面ヘラナデ。
4.8

26-41須A一坏

26-51土一坏

26-7?土一坏

女瓦一覧

石製品一覧
-

鉄製品一覧
-

26-131不明 長さ 5.5

幅 4.4

厚み 0,8

-

- 25 -

寸 ・ ! ゜。 整 9 . コ = トー 1
備 考

狭端 広端 全長

11.2

厚さ 素材 布目 特 徴 叩き

1.8 21×24 右側端縁一ラ削
り。

正格子 無調整。 右側端ヘラ削り。
26-15

図面

図版
種別

砥石

出土位置 寸 法

長さ 6.0

幅 2,8

厚み 1、9

備 考

四面を砥面に使用。26-11

26-12 砥石 長さ 3.4

厚み 0.5

26-13 不明

1と・.・
さ 5.5

0,8



第31次調査出土遺物

S D 23溝跡 土 器 一覧

傳 一 覧

第32次調査出土遺物

表土 女 瓦 覧

- 26 -

図 面

図 版

種 別

器 形

出土

位置
法量 器 形 の 特 徴 成・整形の特徴 備 考

1/2強残存。

赤色スコリア状物質を含

む。

17- 1 須B一椀 8て一』曽 13.6

6.3

7.O

底部より体部にかけて内彎し、口縁

部は肥厚し、やや外反する。断面玉

角形の高台を有する。

底部より体部にかけてやや直線的[
外上方へ外傾する。口縁部はやや外

反する。断面三角形の高台を有する。

ロクロ整形。底部回転糸切り後付高

台。体部から底部にかけて及び高台

部を横ナデ。

ロクロ整形。付高台。口縁部及び体

部から底部・高台部を横ナデ。

1/3残存。

赤色スコリア状物質を含

む。

17- 2

図版23

須B一椀 };;{;・=====::::,. 二層
:T -

15.6

6,7

7.1

図 面

図 版

出土

位置
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図版2 第42次調査A地区
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図版4 第42次調査B地区
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図版16 第43次調査A地区
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図版17 第43次調査B地区
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図版18 第32次調査
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図版19 第33次調査A地区
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図版20 第33次調査B地区
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図版21 第33次調査A・B地区
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図版22 第30次調査
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図版23 第31・32・41次調査出土遺物
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図版25 第42次調査出土遺物
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6図版21 第42次調査出土遺物
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7図版2 第42次調査出土遺物
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